
年間授業計画

高等学校 令和５年度（ 2年次用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

『いつもそばには本があった』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査
○ ○ 1

『「リスク」と「リスク社会」』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段落
の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題に
注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続について理解
を深める
【思考・判断・表現】
書き手の意図との関係において多面的・多角的な視
点から評価できる
【主体的に学習に取り組む態度】
現代における「リスク」について具体的に考え、話
し合おうとする

○ ○ ○ 8

『環境とは何か』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段落
の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題に
注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続について理解
を深める
【思考・判断・表現】
資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉える
【主体的に学習に取り組む態度】
持続可能な社会環境の実現に向けた取り組みについ
て考えを深める

○ ○ ○ 7

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段落
の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題に
注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続について理解
を深める
【思考・判断・表現】
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を
明確にしながら論旨を把握する
【主体的に学習に取り組む態度】
人間関係の在り方について自分の考えを深めようと
している

○ ○ ○ 8

1

『分人とは何か』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段落
の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題に
注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
主張とその前提や反証など情報と情報との関係につ
いて理解を深める
【思考・判断・表現】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開な
どを捉え、論点を明確にしながら論旨を把握する
【主体的に学習に取り組む態度】
「分人」という観点から自分とその人間関係につい
て考えを深める

○ ○ ○ 7

『メディアの変容』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査
○ ○

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段落
の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題に
注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続について理解
を深める
【思考・判断・表現】
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を
明確にしながら論旨を把握する
【主体的に学習に取り組む態度】
自己の知識や読書経験を関連付けて、「読書」につ
いて意見をまとめている

○ ○ ○

8

『科学的「発見」とは』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段落
の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題に
注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続について理解
を深める
【思考・判断・表現】
資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉える
【主体的に学習に取り組む態度】
科学的視点に立った、ものの見方や考え方を培おう
としている

○ ○ ○ 7

『相手依存の自己規定』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段落
の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題に
注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続について理解
を深める
【思考・判断・表現】
書き手の意図との関係において多面的・多角的な視
点から評価できる
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な例を分析して自己把握についても考えをまと
め、他者に伝えようとしている

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

『ミロのヴィーナス』
【知識及び技能】
難解な語句・表現を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
内容を的確に読み取り要点をつかむ
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の論の進み方をとらえようとす
る

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段落
の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題に
注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
主張とその前提や反証など情報と情報との関係につ
いて理解を深める
【思考・判断・表現】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開な
どを捉え、論点を明確にしながら論旨を把握する
【主体的に学習に取り組む態度】
学習課題に沿って見えないものへと思考を広げる、
芸術に対する見方を深めようとしている

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査
○ ○ 1

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

「精選論理国語」東京書籍

国語

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身につけさせる。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

（１組：鈴　　　） （２組：大橋　　） （３組：鈴　　　） （４組：鈴　　　） （５組：大橋　　） （６組：大橋　　）

国語 論理国語

国語 論理国語 2

東久留米総合



３
学
期

合計

『「である」ことと「する」こと』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段落
の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題に
注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
主張とその前提や反証など情報と情報との関係につ
いて理解を深める
【思考・判断・表現】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開な
どを捉え、論点を明確にしながら論旨を把握する
【主体的に学習に取り組む態度】
「である」価値と「する」価値について自分に引き
寄せて考え、現代社会に対する認識を深める

○ ○ ○ 6

○ ○ 1

70

定期考査
○ ○ 1

定期考査



年間授業計画

高等学校 令和５年度（ ２年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ 11

○

○

35

実社会に必要な国語の知識や技能を身につけさせる。

国語 文学国語 1

（２組：鈴　　　） （３組：大橋　　） （４組：鈴　　　）

『こころ』
【知識及び技能】
難解な語句や表現を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の複雑な心情の変化を読み取る
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験を踏まえて、人間について考え
る

指導事項
・語句について理解する
・全体の構成を把握する
・人物の心情や、場面の描写を読み
取る
・作品の主題を捉える

1

1

○

11

1

合計
○

○ ○ ○

３
学
期

○

○

【知識・技能】
人間、社会、自然などに対するものの見方、感
じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用に
ついて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確
に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題に沿って自分の経験を振り返って考えをま
とめようとする

○

定期考査

定期考査

【知識・技能】
人間、社会、自然などに対するものの見方、感
じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用に
ついて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確
に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題に沿って自分の経験を振り返って考えをま
とめようとする

○○

態

文学国語国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

（５組：大橋　　）（６組：鈴　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

文学国語

配当
時数

（１組：大橋　　）

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

『山月記』
【知識及び技能】
難解な語句や表現を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の複雑な心情の変化を読み取る
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験を踏まえて、人間について考え
る

指導事項
・語句について理解する
・全体の構成を把握する
・人物の心情や、場面の描写を読み
取る
・作品の主題を捉える ○

定期考査

２
学
期

『こころ』
【知識及び技能】
難解な語句や表現を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の複雑な心情の変化を読み取る
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験を踏まえて、人間について考え
る

指導事項
・語句について理解する
・全体の構成を把握する
・人物の心情や、場面の描写を読み
取る
・作品の主題を捉える ○ ○

○ ○

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

「文学国語」東京書籍

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

【知識・技能】
人間、社会、自然などに対するものの見方、感
じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用に
ついて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確
に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題に沿って自分の経験を振り返って考えをま
とめようとする

○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（ ２年次用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

○

70

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・現代の企業の果たしている役割が理解できて
いる
【思考・判断・表現】
・現代の企業倫理について考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
AIやITなどの先端技術が発展するなかで，自分
の進路や職業選択を考えることができている。

8○○○

【知識・技能】
・法や規範の意義や役割が理解できている。
【思考・判断・表現】
・日常の買い物や銀行のクレジットカードな
ど，身近な契約の例を挙げることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な紛争状況を設定し，それを解決するた
めのルール作りを体験的に行うことができる。

○

３
学
期

1

定期考査

9

第5章
経済活動を行う私たち

○○○

【知識・技能】
・現代の企業の果たしている役割が理解できて
いる
【思考・判断・表現】
・現代の企業倫理について考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
AIやITなどの先端技術が発展するなかで，自分
の進路や職業選択を考えることができている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

第5章
経済活動を行う私たち

○ 8

第3章
ルールをつくり守る私たち

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

東久留米総合

合計

1○○

1

第4章
政治に参加する私たち

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
地方自治や選挙の仕組み，政党の役割を考察す
ることによって具体的に民主政治を支える制度
を理解できている。
【思考・判断・表現】
留学生や国際NGOと接することにより，国際化
を身近に体験し，国際社会の諸問題について判
断できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
民族紛争や難民問題など国際政治問題について
日常から関心を持てている。

○ ○ ○ 9

定期考査 ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

巻頭特集
公共的な空間をつくる私たち

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・青年期は自立や自律をはかる重要な時期であ
ることを理解できている。
【思考・判断・表現】
自己形成の課題について考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自らを成長させる人間としての在り方生き方
とはどのようなものか主体的に追究できてい
る。

○ ○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 ○ ○ 1

公共

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するた
めの手掛かりとなる概念や理論について理解す
るとともに，諸資料から，倫理的主体などとし
て活動するために必要となる情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身に付けるようにす

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断
の手掛かりとなる考え方や公共的な空間におけ
る基本的原理を活用して，事実を基に多面的・
多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成
や社会参画を視野に入れながら構想したことを

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとと
もに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間とし
ての在り方生き方についての自覚や，公共的な空間に生き国民主権を担う公民として，自
国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合
うことの大切さについての自覚などを深める。

数研出版　高等学校　公共/709

公民

【 知　識　及　び　技　能 】現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解する。

現実社会の諸課題の解決に向けて，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

（１組：福井　） （２組：福井） （３組：渥美） （４組：渥美） （５組：渥美） （６組：福井）

公民 公共

公民 公共 2

定期考査 ○ ○ 1

第2章
公共的な空間における基本原理

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　・人間の尊厳と平等，個人の尊重，民主主
義，法の支配，自由・権利と責任・義務など，
公共的な空間における基本的原理について理解
できている。
【思考・判断・表現】
・個人と社会との関わりを多面的・多角的に考
察することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
民主社会に主体的に生きる人間のあり方生き方
について思索を深められている。

○ ○ ○ 9

第1章
公共的な空間における人間としての
あり方生き方

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・近世・近代・現代の世界の思想家の思想内容
が理解できている。
【思考・判断・表現】
・先哲の思想や生き方から自分自身の生き方を
検証し，公共的な空間を作る主体としての自己
の生き方について考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・選択・判断の手掛かりとなる考え方を理解し
身につけようとしている。

○ ○ ○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（ 2年次用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

東久留米総合

1

B 運動の表し方
【知識及び技能】
　ものの移動について物理的にとら
える手法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　速さと速度の違いや平均と瞬間の
速さの違いを理解して、表現するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　授業に積極的に参加し、身の回り
の現象を速度に関して観察しようと
している。

・指導項目
変位、速度、加速度
a-tグラフ、v-tグラフ、x-tグラフ
・教材
教科書
参考書
プリント
・一人一台端末の活用
ICTを用いた実験結果のまとめと発
表

【知識・技能】
①速さの式がわかる。
②x-t図、v-t図がわかる。
③合成速度、相対速度がわかる。
【思考・判断・表現】
①速さと速度の違いを説明できる。
②平均の速さと瞬間の速さの違いを説明でき
る。
③グラフと式を結び付けて、物理現象を説明で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身の回りの速度に興味を持ち、授業に積極的
に参加している。

○ ○ ○

14

１
学
期

A 物理量の測定と扱い方
【知識及び技能】
　誤差、有効数字、指数表示がわか
る。
【思考力、判断力、表現力等】
有効数字が必要な理由が説明でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
身の回りにある物理量と測定方法、
結果についての数値の考え方を知ろ
うとしている。

・指導項目
有効数字
指数表示
・教材
教科書
参考書
プリント
・一人一台端末の活用

【知識・技能】
①誤差、有効数字、指数表示がわかる
【思考・判断・表現】
①測定と有効数字と誤差について説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身の回りにある物理量と測定方法、結果につ
いての数値の考え方を知ろうとしている。 ○ ○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

8

定期考査 ○ ○

C 様々な力とその働き
【知識及び技能】
　力は物体の変形や運動状態の変化
の原因となることを理解する。力は
向きと大きさをもった量[N]である
ことを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　様々な力について、その規則性や
関係性を見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　授業に積極的に参加し、身の回り
の現象を力の法則から考えて調べよ
うとしている。

1定期考査

・指導項目
様々な力の働き
慣性の法則
運動方程式
作用反作用の法則
・教材
教科書
参考書
プリント
・一人一台端末の活用
実験の予想等をteamsで発表する。

【知識・技能】
①重力、垂直抗力、摩擦力、張力、弾性力につ
いて、理解している。
②力がベクトル量であることを認識し、力の合
成と分解ができる。
③つりあいの式がたてられる。
④作用・反作用の力とつりあいの力の違いがわ
かる。
⑤物体が力を受けるときの運動状態がわかる。
⑥物体について運動方程式がたてられる。
⑦摩擦力の向きがわかる。
⑧静止摩擦力は一定ではないことと動摩擦力は
一定であることを理解している。
⑨静止摩擦力と動摩擦力を求めることができ
る。
⑩圧力を求める式を理解している。
⑪水圧を求める式を理解している。
⑫水中にある物体にはどのような浮力がはたら
くかを理解している。
【思考・判断・表現】
①重力の大きさと質量のちがいがわかる。
②作用・反作用の力とつりあいの力の違いを説
明できる。
③慣性の法則による現象を説明できる。
④運動方程式を用いて、どのように物体が運動
するか説明できる。
⑤物体に働く摩擦力について説明できる。
⑥気圧の意味を説明できる。
⑦水中にある物体に、どのように水圧が加わ
り、どのような浮力が働くかを考え、説明でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①「力」がどのようなものか知ろうとしてい
る。
②力が「つりあう」とはどういう意味か具体例
から考えようとしている。
③物体の運動状態と力にどのような関係がある
のか考えようとしている。
④摩擦力とはどのようなものか身近な具体例か
ら考えようとしている。
⑤気圧や水圧について、「圧力」という意味か
ら考えようとしている。
⑥実験を通して、物理法則を探求しようとして
いる。

○

○ ○

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

物理における単位を理解し、物理の法則のつな
がりや数値計算、グラフの意味が理解できる。

物理的な現象を観察・実験し、定性的、定量
的に原因から論理的に結果を考え、表現する
ことができる。

身の回りにある自然を物理的に見ようとして
いる。

理科 物理基礎

理科 物理基礎 2

数研出版「新編　物理基礎」

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察・実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

観察・実験などを通して、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

（1組：石川） （2組：常盤） （3組：常盤） （4組：常盤） （5組：常盤） （6組：常盤）

○ ○



D 仕事と力学的エネルギー
【知識及び技能】
　物理において「仕事」が何を意味
しているかを知る。そして、力学的
エネルギーである運動エネルギーと
位置エネルギーの定性的な理解と、
定量的な計算ができるようになる。
また、力学的エネルギー保存の法則
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　仕事になるときと、仕事にならな
いときの違いが判断できる。また、
力学的エネルギーが保存するときと
保存しないときの違いを判断するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身の回りの現象について、力学的
エネルギーが保存していることを見
出そうとする。

・指導内容
仕事
仕事率
力学的エネルギー
位置エネルギー
力学的エネルギー保存則
保存力
・教材
教科書
参考書
プリント
シミュレーションを使った演示
・一人一台端末の活用
予想をteamsで発表

E 熱とエネルギー
【知識及び技能】
　温度と分子の関係や熱と仕事の関
係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　熱が移動することと内部のエネル
ギーが変化することを理解し、表現
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　熱機関がどのようなものか具体例
を含めて知ろうとしている。

・指導項目
熱
温度
熱量
比熱
熱量保存
熱力学第一法則
物質の三態
熱機関
・教材
教科書
参考書
プリント
・一人一台端末の活用
熱機関の映像とシミュレーションを
いじってみる。

【知識・技能】
①ブラウン運動の意味がわかる。
②温度、熱運動、熱量、比熱、熱容量などが正
しく理解されている。
②熱量と比熱の関係を理解している。
③熱量の保存を理解している。
④状態変化の時の熱の移動を理解している。
⑤内部エネルギーについて理解している。
⑥熱力学第一法則を理解している。
⑦熱機関と熱機関の効率について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
①温度を原子分子の観点からとらえ、考え、説
明することができる。
②熱量とエネルギーの関係を説明することがで
きる。
③熱機関について説明することができる。
④不可逆変化とはどのような変化かを説明でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身の回りの現象を熱とエネルギーの観点から
とらえようとしている。
②具体的な熱機関を考えようとしている。
③実験を通して、熱と仕事やエネルギーの法則
を積極的にとらえようとしている。

○ ○ ○ 7

○ ○ ○

２
学
期

【知識・技能】
①仕事、仕事率を計算して求めることができ
る。
②物体に対して力が働いていても、仕事が０の
時もあり、それがどのようなときであるかを理
解している。
③滑車を使った時の力と仕事の関係がわかる。
④運動エネルギーが計算できる。
⑤重力による位置エネルギーを計算できる。
⑥弾性力による位置エネルギーを計算できる。
⑦仕事が運動エネルギーになることや、保存力
がした仕事は位置エネルギーになることを理解
する。
⑧力学的エネルギーが保存することを理解す
る。
⑨物体に保存力以外の力が加わると、その力が
した仕事の分だけ、力学的エネルギーが変化す
ることを理解する。
⑩力学的エネルギーは保存力が働くときにのみ
保存することを理解する。
【思考・判断・表現】
①物体に力が働いて、「仕事」をするとはどう
いうことか説明できる。
②「仕事の原理」から現象をとらえて、説明す
ることができる。
③運動エネルギーがどういうものか説明でき
る。
④重力による位置エネルギーがどういうものか
説明できる。
⑤弾性力による位置エネルギーがどういうもの
か説明できる。
⑥力学的エネルギーが何かを説明できる。
⑦力学的エネルギーの観点から物体の運動を考
えることができる。
⑧現実の物体の運動は力学的エネルギーの保存
則に従っていないように見える理由を説明でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①物理でいうところの「仕事」を理解しようと
している。
②運動している物体がもっているエネルギーに
ついて考えようとしている。
③目には見えない位置エネルギーがどういった
エネルギーか身の回りの現象からつかもうとし
ている。
④力学的エネルギーに興味をもち、身の回りの
現象を力学的エネルギーの観点からとらえよう
としている。
⑤実験・観察を積極的に行い、現象から物理法
則を見出そうとしている。

○ ○ ○ 10

G 物質と電気抵抗
【知識及び技能】
電流は電子の流れであることを理解
し、抵抗は物質に依存することを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
電子の流れがどのように電流の働き
をし、抵抗がなぜ電力を消費するか
を考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
静電気という身近な現象から、電気
の本質は電子であることに気づき、
身の回りの現象を電子の観点からと
らえようとしている。

・指導事項
電流
電圧
抵抗
直列回路
並列回路
・教材
教科書
参考書
プリント
・一人１台端末の活用　等
復習問題をteamsにあげる
実験の予想を共有する

【知識・技能】
①物体が帯電するしくみについて理解してい
る。
②導体・不導体・半導体の違いについて理解し
ている。また、物質によって異なることも理解
している。
③電流が電子の流れであることを理解し、電圧
についても理解している。
④オームの法則について理解している。
⑤直列・並列回路について理解している。
⑥電力を計算できる。
【思考・判断・表現】
①拍検電器の動きを電子の移動で説明すること
ができる。
②導体・不導体・半導体の違いを電子の観点か
ら説明できる。
③電流を電子を用いて説明できる。
④ジュール熱の仕組みを電子の観点から説明で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身の回りの電気に関する現象を館得ようとし
ている。
②習ったことをもとに現象をとらえようとして
いる。
③実験を通して、積極的に電気についての法則
を探求しようとしている。

9

1

定期考査 ○ ○ 1

○ ○定期考査



３
学
期

70

合計

定期考査 ○ ○ 1

F 波の性質
【知識及び技能】
波動とはどのようなものか理解す
る。波をグラフに示せる。波の重ね
合わせの原理を理解する。波の反射
と定在波についても理解する。ま
た、縦波と横波の違いを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
うなりや共振、その他波に関する現
象について、波の性質から考えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
身の回りの波の性質をもつもの、例
えばギターなどから波について深く
知ろうとしている。

・指導項目
波の性質
重ね合わせの原理
自由端反射
固定端反射
定在波
縦波、横波
うねり、共振
音と波の関係
・教材
教科書
参考書
プリント
ウェーブマシン
シミュレーション映像
・一人一台端末の活用
グラフの作成

【知識・技能】
①周波数と周期の関係が理解できる。
②速さと周波数と波長の関係がわかる。
③縦波と横波の違いがわかる。
④波の重ね合わせの原理が理解できる。
⑤定在波の生じる仕組みがわかる。
⑥自由端反射と固定端反射を理解している。
⑦音が波であることを理解している。
⑧うなりを理解し、計算できる。
⑨固有振動数を理解し、計算できる。
【思考・判断・表現】
①グラフから波の性質を読み取ることができ
る。
②定在波が発生する条件を説明できる。
③音の特徴づける3つの要素、大きさ、音色、
高さ、が物理的に何に由来するのかを説明でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身近な波の現象に興味をもち、積極的に調べ
ようとしている。
②実験を通して、波の性質を積極的に探ろうと
している。

○ ○ ○ 11

H エネルギーとその利用
【知識及び技能】
エネルギーの種類を理解する。そし
て、その様々なエネルギーを利用す
る場面を知る。また、そのエネル
ギーには保存則が働くことを理解す
る。原子力の仕組みを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
エネルギー同士の関係を理解して、
火力、原子力発電等の違いと共通点
を説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
世の中のエネルギーについて、積極
的に知ろうとする。

・指導事項
様々なエネルギー
原子力エネルギーの取り出し方
・教材
教科書
参考書
プリント
シミュレーション
・一人１台端末の活用　等
世の中のエネルギーについて、気に
なった記事などを共有する。

【知識・技能】
①エネルギーの種類を知っている。
②エネルギーの利用場面を知っている。
③エネルギーは保存されることを理解してい
る。
④原子力エネルギーとその利用を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
①エネルギー同士の関係を理解している。
②様々なは発電について共通点を把握して、説
明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
世の中のエネルギーについて、積極的に知ろう
としている。

○ ○ ○ 2

H 交流と電磁波
【知識及び技能】
交流は時間とともに変化することを
理解し、そのメリットとデメリット
を理解する。電磁波は波長によって
呼ばれ方が違うことを理解する。ま
たその利用を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
交流のメリットからどういうときに
使うとよいかを考えられる。また、
デメリットをどのようにカバーする
かを考えられる。電磁波の波長と性
質を結び付けて考えられる。
【学びに向かう力、人間性等】
身の回りの交流や電磁波の利用を考
えている。

・指導事項
交流
電磁波
・教材
教科書
参考書
プリント
映像等
・一人１台端末の活用　等
交流が使われているところを調べて
共有する。電磁波も同様に使われて
いるところがあったら　共有する。

【知識・技能】
①交流電圧について理解している。
②変圧器と送電について理解している。
③電磁波と波長の関係を理解している。
④電磁波の利用について知っている。
【思考・判断・表現】
①交流の特性からどのような利用がよいか考え
られる。
②交流を家庭でつかうにはどうすればよいか説
明できる。
③電磁波の波長と利用方法の関係を説明でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身の回りの交流や電磁波の利用を積極的に知
ろうとしている。

○ ○ ○ 2



年間授業計画

高等学校 令和５年度（ ２年次用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

東久留米総合

　2節　生物とエネルギー
【知識及び技能】
生命活動に必要なエネルギーを，呼
吸や光合成から得ていることを理解
し、それらに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
呼吸や光合成からエネルギーを得る
方法を，ATPと関連づけて考察し表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
原核細胞と真核細胞について，細胞
に含まれる細胞小器官をもとに，違
いを理解しようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増や
す。
【教材】教科書・問題集・授業プ
リントを活用、問題集はノート等
に解き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用でき
るようにする。② 授業中にWebテ
ストを実施する。

【知識・技能】
生命活動に必要なエネルギーを，呼吸や光合
成から得ていることを理解している。
【思考・判断・表現】
呼吸や光合成からエネルギーを得る方法を，
ATPと関連づけて考察し，それを表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
体内で行われる化学反応は，酵素が関わって
いることを理解しようとする。 ○ ○ ○

4

　2節　遺伝情報とタンパク質の合
成
【知識及び技能】
DNAの塩基配列に基づいて，タンパ
ク質が合成されることを理解しそれ
らに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
DNAの遺伝情報に基づいてタンパク
質が合成される過程を体系的に考察
し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増や
す。
【教材】教科書・問題集・授業プ
リントを活用、問題集はノート等
に解き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用でき
るようにする。② 授業中にWebテ
ストを実施する。

【知識・技能】
DNAの塩基配列に基づいて，タンパク質が合成
されることを理解している。
【思考・判断・表現】
DNAの遺伝情報に基づいてタンパク質が合成さ
れる過程を体系的に考察し，表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
DNAの塩基配列の情報に基づいて，タンパク質
が合成されることを理解しようとする。 ○ ○ ○ 3

第2章　遺伝子とその働き
　1節　遺伝情報とDNA
【知識及び技能】
DNAが二重らせん構造であること，2
本鎖の塩基配列は相補的であること
を理解し、それらに関する技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
DNAの複製を塩基配列と関連付けて
考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
細胞分裂の際に，DNAの塩基配列が
正確に複製されるしくみを見出し，
理解しようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増や
す。
【教材】教科書・問題集・授業プ
リントを活用、問題集はノート等
に解き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用でき
るようにする。② 授業中にWebテ
ストを実施する。

【知識・技能】
DNAが二重らせん構造であること，2本鎖の塩
基配列は相補的であることを理解している。
【思考・判断・表現】
DNAの複製を塩基配列と関連付けて説明するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
細胞分裂の際に，DNAの塩基配列が正確に複製
されるしくみを見出し，理解しようとする。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

第1章　生物の特徴
　1節　生物の多様性と共通性
A 単元
【知識及び技能】
生物の共通性と多様性について，す
べての生物で細胞が共通の構造であ
ることを理解するとともに、それら
に関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
細胞におけるDNAのはたらきについ
て理解し，それらについて考察し表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
原核細胞と真核細胞について，細胞
に含まれる細胞小器官をもとに，違
いを理解しようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増や
す。
【教材】教科書・問題集・授業プ
リントを活用、問題集はノート等
に解き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用でき
るようにする。② 授業中にWebテ
ストを実施する。

【知識・技能】
生物の共通性と多様性について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
細胞におけるDNAのはたらきについて理解し，
説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
原核細胞と真核細胞について，細胞に含まれ
る細胞小器官をもとに，違いを理解しようと
する。 ○ ○ ○ 3

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

4

定期考査 ○ ○ 1

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象についての観察，実験などを行うこと
を通して，生物や生物現象に関する基本的な概
念や原理・法則を理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能が身に付いている。

生物や生物現象を対象に，探究の過程を通し
て，問題を見いだすための観察，情報の収集，
仮説の設定，実験の計画，実験による検証，調
査，データの分析・解釈，推論などの探究の方
法が習得できている。また，報告書を作成した
り発表したりして，科学的に探究する力が育ま
れている。

生物や生物現象に対して主体的に関わり，それ
らに対する気付きから課題を設定し解決しよう
とする態度など，科学的に探究しようとする態
度が養われている。その際，生命を尊重し，自
然環境の保全に寄与する態度が養われている。

生基704 「高校生物基礎」　実教出版

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察・実験などに関する技能を身
に付けるようにする。

観察・実験などを通して、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

（１組：　桐生　） （２組：　佐藤　） （３組：　桐生　） （４組：　佐藤　） （５組：　桐生　） （６組：　佐藤　）

理科 生物基礎

理科 生物基礎 2



２
学
期

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増や
す。
【教材】教科書・問題集・授業プ
リントを活用、問題集はノート等
に解き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用でき
るようにする。② 授業中にWebテ
ストを実施する。

【知識・技能】
神経やホルモンの働きにより体内環境が維持
されることを理解している。
【思考・判断・表現】
血糖濃度調節のしくみを，ホルモンと自律神
経系の両方の働きから説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
資料に基づいて，ヒトの血糖濃度が調節され
るしくみを見出し，理解しようとする。

○ ○ ○

1

第3章　ヒトのからだの調節
　1節　体内環境
【知識及び技能】
体内環境が一定の範囲に保たれるこ
ととその意味を理解し、それらに関
する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
腎臓の働きについて体系的に理解
し，ろ過・再吸収のしくみを考察
し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
肝臓や腎臓の機能を理解し，人体に
ついての理解を深めようとする態度
を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増や
す。
【教材】教科書・問題集・授業プ
リントを活用、問題集はノート等
に解き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用でき
るようにする。② 授業中にWebテ
ストを実施する。

【知識・技能】
体内環境が一定の範囲に保たれることとその
意味を理解している。
【思考・判断・表現】
腎臓の働きについて体系的に理解し，ろ過・
再吸収のしくみを説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
肝臓や腎臓の機能を理解し，人体についての
理解を深めようとする。

○ ○ ○ 9

　2節　体内環境の維持のしくみ
【知識及び技能】
神経やホルモンの働きにより体内環
境が維持されることを理解し、それ
らに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
血糖濃度調節のしくみを，ホルモン
と自律神経系の両方の働きから考察
し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
資料に基づいて，ヒトの血糖濃度が
調節されるしくみを見出し，理解し
ようとする態度を養う。

定期考査
○ ○

8

【学びに向かう力、人間性等】
DNAの塩基配列の情報に基づいて，
タンパク質が合成されることを理解
しようとする態度を養う。

定期考査 ○ ○ 1

3節　免疫
【知識及び技能】
病原体などの異物を認識・排除する
しくみを理解し、それらに関する技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
病原体を認識・排除する機構のしく
みを体系的に考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
免疫について，身近な現象と絡めて
理解しようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増や
す。
【教材】教科書・問題集・授業プ
リントを活用、問題集はノート等
に解き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用でき
るようにする。② 授業中にWebテ
ストを実施する。

【知識・技能】
病原体などの異物を認識・排除するしくみを
理解している。
【思考・判断・表現】
病原体を認識・排除する機構のしくみを体系
的に考察し，表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
免疫について，身近な現象と絡めて理解しよ
うとする。

○ ○ ○ 9

第4章　生物の多様性と生態系
　1節　生態系とその成り立ち
【知識及び技能】
陸上には，森林・草原・砂漠などの
多くの植生がみられ，植物をとり巻
く環境や構成種により植生が変わっ
ていくことを理解し、それらに関す
る技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
資料に基づいて，遷移の要因を見出
して考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
資料に基づいて，植生が変化する要
因を見出し，その要因が植生にどの
ように影響するかを理解しようとす
る態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増や
す。
【教材】教科書・問題集・授業プ
リントを活用、問題集はノート等
に解き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用でき
るようにする。② 授業中にWebテ
ストを実施する。

【知識・技能】
陸上には，森林・草原・砂漠などの多くの植
生がみられ，植物をとり巻く環境や構成種に
より植生が変わっていくことを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
植生の遷移が，光環境や土壌の変化によって
どのように進むかを説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
資料に基づいて，植生が変化する要因を見出
し，その要因が植生にどのように影響するか
を理解しようとする。

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○ 1



1

　3節　生態系と生物の多様性
　4節　生態系のバランスと保全
【知識及び技能】
生態系内における種多様性，生物ど
うしのかかわりあいについて理解
し、それらに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
生態系の保全の重要性について，生
物の多様性の視点から考察し表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
生態系のバランスや，生態系を保全
することが重要であることを理解し
ようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増や
す。
【教材】教科書・問題集・授業プ
リントを活用、問題集はノート等
に解き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用でき
るようにする。② 授業中にWebテ
ストを実施する。

【知識・技能】
生態系内における種多様性，生物どうしのか
かわりあいについて理解している。
【思考・判断・表現】
生態系の保全の重要性について，生物の多様
性の視点から考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生態系のバランスや，生態系を保全すること
が重要であることを理解しようとする。 ○ ○ ○ 8

○ ○

70

○ 9

定期考査

合計

３
学
期

　2節　植生とバイオーム
【知識及び技能】
地球上には，気温や降水量ごとにさ
まざまなバイオームが成立している
ことを理解しそれらに関する技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・気温や降水量によって成立するバ
イオームが異なるのは，バイオーム
を構成する植物種がその場所の気温
や降水量に適応しているためである
と考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
地球上にはさまざまなバイオームが
成立していることを理解しようとす
る態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増や
す。
【教材】教科書・問題集・授業プ
リントを活用、問題集はノート等
に解き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用でき
るようにする。② 授業中にWebテ
ストを実施する。

【知識・技能】
地球上には，気温や降水量ごとにさまざまな
バイオームが成立していることを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
気温や降水量によって成立するバイオームが
異なるのは，バイオームを構成する植物種が
その場所の気温や降水量に適応しているため
であると考察し，それを表現することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球上にはさまざまなバイオームが成立して
いることを理解しようとする。

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和5年度（２学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

観察、実技

バスケットボール
水泳
柔道
テニス
サッカー
ソフトボール

27○○○

観察、実技、技能テスト基本的なボール操作と空いたス
ペースやネット際の攻防を身につ
ける。
柔道の礼法・受け身を中心とした
基本動作を身につけ、投げ技・固
め技の反復練習を行い習得する。
キャッチボールなどの 基本練習と
簡易ゲーム実施し、技能の向上を
図る。

観察、実技、技能テスト

観察、実技、技能テスト

14○○○

70

合計

12

○○○
３
学
期

２
学
期

定期考査

定期考査

3～5キロの持久走を実施する。持久走

ソフトボール
バスケットボール
柔道
テニス
水泳

用具の安全な取り扱いを徹底し、
事故防止を徹底する。
基本的なボール操作を身に付け
る。
柔道の基本  受身を習得する。
グループやチームで活動する。
近代４種目の内、背泳ぎ、バタフ
ライを習得する。長く又は速く泳
ぐ技能を身に付ける。

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○

態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

各種目の運動実践を通して、基礎的技術の習得
や基礎体力の向上を図り、心身の頑健な発達を
促す

公正・協力・責任等の態度を養う

用具の安全な取り扱いを徹底し、
事故防止を徹底する。
ラケットの基本動作を身に付け
る。
柔道の基本  受身を習得する。
クラスの連帯感を深めると共に、
体育祭の円滑且つ安全な運営につ
なげる。

12

配当
時数

１
学
期

オリエンテーション
体育理論
スポーツテスト

プリントを説明し、理解を深め
る。
多くの種目のルール把握する。
授業の心得・決まりの周知徹底さ
せ、自らの課題として捉える。

　
観察、積極性

○ ○ ○ 5

ソフトボール
バスケットボール
柔道
テニス
バドミントン
体育祭練習

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

東久留米総合

個々の運動能力や特性を把握した上で、各種目の技術力を向上させる

（１～６組：花野）

生涯を通じて自ら継続的に運動ができる能力と
態度を学ぶ

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育

（１～６組：中山） （１～６組：加藤） （１～６組：熊倉） （１～６組：小早瀬）

保健体育 体育 2

保健体育

協働して実技を行い、ルールを把握し守る態度を身に付けさせる

自ら学び、主体的に取り組む態度を身に付けさせる

体育



年間授業計画

高等学校 令和5年度（２学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

２
学
期

定期考査

合計

○ ○ 1

10

○○○

1

　
観察、ノート記入、プリント記入、発言

13

定期考査

我が国における保健サービスや医
療保険のしくみについて説明でき
る

７保健サービスとその活用
８医療サービスとその活用

　
観察、ノート記入、発言、発表

35

○○○

４妊娠・出産と健康
５避妊法と人工妊娠中絶
６結婚生活と健康

健康について考え、異性の体のつ
くりや性意識について学ぶ。ま
た、避妊法など性行動について正
しく理解を深める。

発表 自ら学んだことを発表し、人に伝
えることでより学びを深める

【思考力、判断力、表現力等】

個人および社会生活における健康・安全につい
て理解を深める

自ら学んだことを発表し、人に伝えることでよ
り学びを深める

体のつくりと働き
１ライフステージと健康
２思春期と健康
３性意識と性行動の選択

健康について考え、異性の体のつ
くりや性意識について学ぶ。ま
た、避妊法など性行動について正
しく理解を深める。

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

4○○○

　
観察、ノート記入、プリント記入、発言

○ ○

東久留米総合

個々の運動能力や特性を把握した上で、各種目の技術力を向上させる

（５組：花野） （６組：中山）

生涯を通じて自らの健康を適切に管理し改善し
ていく資質や能力を育てる。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 保健

（１組：加藤） （２組：加藤） （３組：花野） （４組：中山）

保健体育 保健 1

【知識及び技能】

現代高等保健体育

保健体育

協働して実技を行い、ルールを把握し守る態度を身に付けさせる

自ら学び、主体的に取り組む態度を身に付けさせる

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

6○○○

　
観察、ノート記入、プリント記入、発言



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科　外国語：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]
書

APPLAUSE English Communication Ⅱ

　　　　　　　　　の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】本文の内容を読み取ったり、聞き取ったりするのに必要な基本的知識・技能を身に付ける。

・Happy Time in Finland
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

多様な語句や文法事項を用いて、主体的にペアで話し合ったり、発表しようとしている。

英語コミュニケーションⅡ

○ ○

観察、発表、ノート記入、ワークシート
記入

○ ○ ○

外国語

10

1

10

10

○

○

○

○ ○

評価規準

観察、発表、ノート記入、ワークシート
記入

観察、発表、ノート記入、ワークシート
記入

観察、発表、ノート記入、ワークシート
記入

配
当
時
数

態

英語コミュニケーションⅡ

○

3

本文の内容について，学習した語句や文法事項
を用いて，自分の意見を話したり、書いたりで
きる。

学習した語句や文法事項を用いて、自分の意見を話したり、書いたりできる。

○

○ ○

本文に関連したテーマについて，多様な語句や
文法事項を用いて,事実や自分の考えを主体的に
ペアで話し合ったり，簡単な語句や文を用いて
発表しようとしている。

○

○

○○

○ ○○ ○

観察、発表、ノート記入、ワークシート
記入

思

○

○

○

○ ○

○

○

観察、発表、ノート記入、ワークシート
記入

○ ○

○

10

Lesson 6
・AIロボットについて、自分の考
えを話すことができる。
・SVOC、使役動詞、知覚動詞など
を用いて、AIロボットについて、
自分の考えを伝えることができ
る。
・AIロボットについて、自分の考
えを伝えようとしている。

・Artificial Intelligence
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

1

10

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

○ ○

本文の内容を読み取ったり、聞き取ったりする
のに必要な基本的知識・技能を身に付ける。

○ ○

○ ○

Lesson 5
・世界で起こっている様々な紛争
の解決方法について、考えをやり
取りすることができる。
・助動詞のさまざまな用法を用い
て、世界で起こっている様々な紛
争の解決方法について話すことが
できる。
・世界で起こっている様々な紛争
の解決方法について話そうとして
いる。
　

・The Relay of Ahmed's Life
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

○ ○

（１～６組：植田） （１～６組：池田）

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

10

○

○ ○

１
学
期 Lesson 3

・最近最も気になるニュースにつ
いて、自分の意見や考えを伝える
ことができる。
・さまざまな完了形を用いて、最
近気になるニュースについて考え
や気持ちを伝えられる。
・さまざまな完了形を用いて、最
近気になるニュースについて考え
や気持ちを伝えようとしている。
　

・High School Students'
Volunteer Activities
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

定期考査

○

外国語 英語コミュニケーションⅡ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson 4
・自分が最も幸せだと感じる時の
思いを伝えることができる。
・不定詞、形式主語を用いて、最
も幸せだと感じる思いを伝えるこ
とができる。
・不定詞、形式主語を用いて、最
も幸せだと感じる思いを伝えよう
としている。
　

領域

Lesson 2
・食糧危機を乗り越える策につい
てまとめ、やり取りすることがで
きる。
・さまざまな構文を用いて、食糧
危機を乗り切る策について話して
伝えることができる。
・さまざまな構文を用いて、食糧
危機を乗り切る策について話そう
としている。
　

・What have the Japanese People
Been Eating?
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

○

Lesson 1
・今、住んでいる場所の魅力につ
いてまとめ、話すことができる。
・さまざまな構文を用いて、住ん
でいる場所の魅力について表現で
きる。
・さまざまな構文を用いて、住ん
でいる場所の魅力について表現し
ようとしている。
　

・What is Attractive in
Okinawa?
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

○

（１～６組：小西）



観察、発表、ノート記入、ワークシート
記入

○ ○ ○

観察、発表、ノート記入、ワークシート
記入

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

観察、発表、ノート記入、ワークシート
記入

○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1

Lesson 11
・自分にとっての壁とは何かにつ
いて、話したりやり取りしたりす
ることができる。
・同格のthatやof、否定の倒置構
文等を用いて、自分にとっての壁
とは何かについて、話したりやり
取りしたりすることができる。
・同格のthatやof、否定の倒置構
文等を用いて、自分にとっての壁
とは何かについて、話したりやり
取りしたりしようとしている。
　

・Why Do People Build and Break
the Wall?
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

○

○

２
学
期

○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1

Lesson 9
・自分の長所について、話すこと
ができる。
・関係代名詞、関係副詞の様々な
用法を用いて、自分の長所につい
て話すことができる。
・関係代名詞、関係副詞の様々な
用法を用いて、自分の長所につい
て話して伝えようとしている。
　

・Green Land Plan
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

○

Lesson 8
・今までで面白いと思った出来事
について、話すことができる。
・さまざまな分詞構文や付帯状況
のwithを用いて、今までで面白い
と思った出来事を話すことができ
る。
・さまざまな分詞構文や付帯状況
のwithを用いて、今までで面白い
と思った出来事を話そうとしてい

○ ○

観察、発表、ノート記入、ワークシート
記入

○

○

○ ○

10○ ○

○ ○ ○ 10

1

・Bando Is My Second Hometown
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

Lesson 7
・グローバル化の良い面と悪い面
について、やり取りすることがで
きる。
・さまざまな比較級を用いて、グ
ローバル化の良い面と悪い面につ
いてやりと取りすることができ
る。
・さまざまな比較級を用いて、グ
ローバル化の良い面と悪い面につ
いてやりと取りしようとしてい

観察、発表、ノート記入、ワークシート
記入

○

合
計

105

・The Great Discovery Out of an
Accident
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用 ○ ○ ○

定期考査

○

Lesson 10
・もし中学生に戻るとしたら、何
をしたいかについて、やり取りす
ることができる。
・さまざまな仮定法を用いて、・
もし中学生に戻るとしたら、何を
したいかについて、やり取りする
ことができる。
・さまざまな仮定法を用いて、・
もし中学生に戻るとしたら、何を
したいかについて、やり取りしよ
うとしている。
　

10

・The Mystery of Colors
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

○ ○

○○

 ３
学
期

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：×

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

Who ias the best athleate?
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇 ○ 〇

 Lesson2
動詞を使った文を理解している。
動詞を使った文の理解をもとに，留学生のた
めにしたい学校行事について、順序だてて説
明することができる。学生のためにしたい学
校行事について，自分の考えを聞き手にわか
りやすく伝えている。

What school events do you have?
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

1

9

9〇 〇

○

○ ○ 9

9○ ○

1

（１組：池田） （２・６組：磯貝） （３組：植田） （４組：永田） （５組：小西）

知

【学びに向かう力、人間性等】

 Lesson1
適切な主語を表す文を理解している。
適切な主語を表す文の理解をもとに，将来の
夢や実現するための努力について、文の文と
のつながりを意識して文章を書くことができ
る。
将来の夢や実現するための努力について，自
分の考えを聞き手にわかりやすく伝えてい
る。

What is your future goal?
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇 ○ 〇

定期考査

外国語 論理・表現Ⅱ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

 Lesson3
完了形を使った文を理解している。
完了形を使った文の理解をもとに，好きなス
ポーツ選手について具体的に説明するパラグ
ラフを書くことができる。
好きなスポーツ選手について、聞き手にわか
りやすく伝えている。

領域

１
学
期

 Lesson9
仮定法を表す文を理解している。
仮定法を表す文の理解をもとに，自分の願望
について、詳細な理由を加えてスピーチする
ことができる
自分の願望について，自分の考えを聞き手に
わかりやすく伝えている。

What iif you were rich?
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを
論理の構成や展開を工夫して文章を書くための文法を身
に着けることができる。

基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちな
どを論理の構成や展開を工夫して書いたり、話して
伝えたりすることができる。

Vision Quest EnglishLOGIC AND EXPRESSION Ⅱ

外国語

日常的な話題について、基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して書いたり、話して伝えたりえすることがで
きる。

日常的な話題について、基本的な語句を使って、主体的にペアやグループで話し合ったり、発表したりすることができる。

論理・表現Ⅱ

定期考査

〇

 Lesson8
不定詞、動名詞、関係詞を使った文を理解
している。
日本の教育制度に関する発表を聞き、要点
を理解し，それを聞き手にわかりやすく伝
えている。

Is Japana open enough?
教科書、プリント、辞書

〇 〇 〇

〇

○

○

論理・表現Ⅱ

〇

〇

〇 〇

観察、ワークシート記入、ノート記入

観察、ワークシート記入、ノート記入

思

○

○

○

○ ○

○

○

〇

〇

〇

〇

○〇

態

観察、ワークシート記入、ノート記入

観察、ワークシート記入、ノート記入

観察、ワークシート記入、ノート記入、
発表

〇

〇

〇 〇

観察、ワークシート記入、ノート記入

○

〇

【 知　識　及　び　技　能 】 日常的な話題について、基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して文章を書くための文法を身に着けることが
できる。

外国語

9

9

1

9

9

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

観察、ワークシート記入、ノート記入

配
当
時
数

英語を使って、主体的にペアやグループで話し
合ったり、発表したりすることができる。

〇

 Lesson4
助動詞を使った文を理解している。
助動詞を使った文の理解をもとに，SNSの利点
と欠点を話し合い、意見を比較対比するパラ
グラフを書くことができる。
SNSの利点と欠点，グループでの話し合いをと
おして，自分たちの考えをまとめ，聞き手に
わかりやすく伝えている。

Is sosial media safe?
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇 ○

 Lesson5
形容詞句、形容詞用法を使った文を理解し
ている。
形容詞句、形容詞用法を使った文の理解を
もとに、環境問題について因果関係を説明
するパラグラフを書くことができる。

How does overusing energy affect
us?
教科書、プリント、辞書

〇

 Lesson6,7
関係詞、副詞句を使った文を理解している。
関係詞、副詞句を使った文の理解をもとに，
海外旅行者の傾向や公用語について説明する
パラグラフを書くことができる。

What are some differences?
DO all Japanese people need to
speak English?
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇

２
学
期

定期考査

○ 〇 〇 〇

観察、ワークシート記入、ノート記入、
発表

○○



〇 9

○

合
計

105

 Lesson11
原級、比較級、最上級を使った文を理解し
ている。
原級、比較級、最上級を使った文の理解を
もとに，睡眠についてのディベートにおい
て、自分の考えを聞き手にわかりやすく伝
えている。

What's a healthy life?
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇 ○ 〇

 Lesson10
数量を表す表現を使った文を理解している。
数量を表す表現を使った文の理解をもとに、
AIと共に生きるには何が重要かについて自分
の考えを聞き手にわかりやすく伝えている。

How might AI affect our lives?
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇 〇○

〇

観察、ワークシート記入、ノート記入

〇

〇〇

３
学
期

定期考査

定期考査

 Lesson12
否定を使った文を理解している。
売り上げを伸ばすために重要なことについ
て、自分たちの考えや情報を聞き手にわか
りやすく伝えている。

What is important when we sell
chocolate?
Presentation2
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等 〇

観察、ワークシート記入、ノート記入、
発表

○ 〇 〇 〇

観察、ワークシート記入、ノート記入、
発表

1

1

○ ○ ○ 10

9○ ○ ○

○

○○

〇



年間授業計画

高等学校 令和５年度（ 2 年次用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

○ 12

○ 16

○

・衣服素材の種類、繊維の種類と
特徴、衣服材料の性能について理
解する。

観察、ワークシート記入、被服実習
衣服の素材の種類や特徴について知識を身に
付け、用途に応じてどんな衣服が適切か理解
できる。被服実習において積極的に参加する
ことができる。

○ ○

○

14

食生活をつくる ・健康で豊かな食生活を育むため
の気づきや工夫を理解する。

観察、ワークシート記入、調理実習
食事の意義や役割、食生活をとりまく環境な
どについて、現代の食生活の課題が理解でき
る。また調理実習において作業の流れを判断
しながら取り組むことができる。

○ ○ ○

6

子どもと関わる ・子どもの誕生、子どもの心身の
発達と特徴について理解する。

観察、ワークシート記入
子どもの心身の発達や子どもの生活について
の知識を身につけている。また、子どもの心
身の発達、現在の子どもを取り巻く状況や子
育ての環境について課題を見つけ、解決への
考えをまとめることができる。

○ ○ ○

思

１
学
期

これからの人生について考えてみ
よう

・ライフステージの特徴・課題を
理解する。

観察、ワークシート記入
自分自身について考えるワークシートを通し
て、自分や人の一生についての考えをまとめ
ることができる。

○

定期考査
○○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

東久留米総合

（１組：安宅/加賀美）（２組：安宅/金城） （３組：安宅/金城） （４組：安宅/加賀美）

態
配当
時数

○

○

家庭 家庭基礎 2

家庭基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家
族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わりについて理
解を深め、生活を主体的に営むために必要な家族・家庭，
衣食住，消費や環境などについて理解しているとともに、
それらにかかわる技能を身につけている。

生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活
の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を
構想し，実践を評価・改善し、考察したことを根拠
に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決す
る力を身につけている。

さまざまな人々と協働し、よりよい社会の構築に向
けて、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り
返って改善したりして、地域社会に参画しようとす
るとともに、自分や家庭、地域の生活を創造し、実
践しようとしている。

○ 6

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】生活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして、生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し、自分や家庭、地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。

（６組：安宅/金城）

家庭 家庭基礎

（５組：安宅/金城）

実教出版　気づく力　築く未来

２
学
期

３
学
期

住生活をつくる ・住まいはどのような機能を持
ち、人の生活がその機能とどうか
かわっているか理解する。

観察、ワークシート記入
住まいの機能・役割、またライフステージに
応じた住まいについて考えることができる。

衣生活をつくる

消費行動を考える ・主体的な消費行動について多角
的に考え、契約や多様な販売方法
や支払い方法について学ぶ。

定期考査

観察、ワークシート記入
消費行動について、さまざまな情報を収集し
ながら、自分の消費行動について検証し、意
思決定絵の家庭とその重要性について理解で
き、また契約についての知識を身に付けてい
る。

○ ○

○

1

合計

70

14

○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（ ２年次用） 教科 総合的な探究の時間  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

35

東久留米総合

○ 2

プレ課題研究 個人活動を一人一台端末を利用
し、進めていく。課題研究の計画
を自分なりに構築する。

「問い」を立てるということを理解する。
「問い」に対して、調べ学習するのではな
く、「仮説」を立て「調査をする」というこ
とを理解できているか。

○ ○ ○

4

合計

３
学
期

プレ課題研究「仮テーマ決め」 インターネットや図書室で関連情
報を集める。
→ワークシートやTeamsに情報を残
す。

「問い」を立てるということを理解する。
「問い」に対して、調べ学習するのではな
く、「仮説」を立て「調査をする」というこ
とを理解できているか。

○ ○

身近な社会で、より良い社会を構
築するために、働いてくださって
いる市議の方に講演を頂く。ま
た、模擬選挙を行うことで、投票
することの大事さを学ぶ。

自分の住んでいる地域社会の成り立ちについ
て、考えを深めることだできたか。
社会の一員として、選挙に関わることを理解
できたか。

○ ○ ○ 5

1

２
学
期

・オープンキャンパスの振り返
り。
・読んだ本の紹介。
・ガイドブック作りとプレゼン
テーション

夏休みの課題のまとめ・発表を行
う。友人の発表内容からも、社会
や進路に向けての視野を広めてい
く。

主体的にまとめ、発表活動に取り組み、友人
の発表からも、学び取ろうとしているか。

○ ○ ○ 6

市議会議員の講演、模擬選挙

模試

自分の到達度を客観的に理解をし
て、自身の学習に繋げる。

一人１台端末を使用し、スタ
ディ・サポートを登録し、活用で
きるようにする。

自己の到達度をもとに、日々の勉強への取り
組みを鑑みる。

○ ○ ○

4

地域の様々な団体と連携し、体験
活動を通じて、社会に貢献する意
義等を発見するとともに、様々な
年齢層の人々との交流を通じてコ
ミュニケーション能力の育成を図
る。

夏休みの課題に向けて、①オープ
ンキャンパスの予定②進路に関わ
る本を選ぶ読む。③地域社会に目
を向けるためのガイドブック作り
を考える。

自薦準備を丁寧に行い、主体的に取り組もう
としているか。

○ ○ ○ 6

【文系理系ガイダンス】にて、各
大学の文系・理系の教育の学部の
特徴を理解する。

学部、学科の選び方などの具体的
な内容を指導する。

各大学の文系・理系の教育の学部の特徴を理
解する。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

本校卒業生の受験対策を参考し、
自己の進路活動に繋げる。

一人１台端末を使用し、合格体験
記を読む。ワークシートをまとめ
る。

自己の進路に繋げる意識で、合格体験記を読
み取っているか。

○ ○ ○ 3

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

4

定期考査

人間と社会

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

体験的な活動を通しながら、社会の探求、進路
探究を行い、自主的に知識を深める。

１０年後を見すえた自己の生き方・あり方に関
して時間をかけて考えさせる。

体験活動などを通して、社会に貢献する意義等
を深く理解するとともに、よりよい生き方を主
体的に選択する力を身につける。

人間としての在り方生き方に関する教科「人間と社会」改訂版教科書

人間と社会

【 知　識　及　び　技　能 】体験的な活動を通しながら、社会の探求、進路探究を行い、自主的に知識を深める。

１０年後を見すえた自己の生き方・あり方を文章や言語にまとめて発表する力を身に付ける。

社会に貢献する意義等を深く理解し、よりよい生き方を主体的に選択する力を身につける。

（１組：鈴・竹原） （２組：斎藤・小久保）（３組：笠原・片岡） （４組：中山・永井） （５組：小西・和田） （６組：桐生・常盤）

人間と社会

総合的な探究の時間 人間と社会 1


